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哲扉

小
林
議
長
の
辞
職
を
受
理

後
任
に
平
野
韮
二
氏
を
決
め
る

　
町
議
会
は
、
先
月
二
十
八
日
に
第
三
回
の
臨
時
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
か
ね
て
、
病
気
療
養
中
の
小
林
議
長
か
ら
、
議
長

辞
職
願
い
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
開
会
冒
頭
に

　
小
林
申
一
氏
の
議
長
辞
職
願
い
を
受

理
し
た
議
会
は
、
た
だ
ち
に
後
任
議
長

の
選
挙
を
執
行
。

　
投
票
の
結
果
、
平
野
圭
二
氏
が
十
六

票
で
、
新
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　
平
野
議
長
は
、
　
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
も
と
に
、
よ
り
よ
い
議
会
を
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
抱
負

撫
　
　
　
　
　
　
　
　
を
の
べ

　
　
　
癖
曇
蟻
　
隔

51
年
度
第
一
回
補
正

　
　
　
　
　
　
菅
倉
橋

　
　
　
　
　
　
復
旧
費
の
み

　
平
野
新
議
長
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

＊
川
西
町
税
条
例
の
改
正
（
内
容
は
別

　
掲
の
と
お
り
で
す
。
）

＊
五
十
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

　
の
補
正
予
算
（
第
三
号
）

＊
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（

第
一
号
）

こ
れ
を
受
理
し
、
後
任
議
長
と
し
て
平
野
圭
二
氏
を

決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
田
小
学
校
の
水
泳
プ
ー
ル

建
設
、
室
島
の
菅
倉
橋
復
旧
工
事
な
ど
、
大
き
な
工

事
の
請
負
契
約
を
、
こ
の
議
会
で
決
め
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
三
件
は
、
専
決
処
分
に
よ
っ

て
仕
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
蒐

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
補
正
は
、

室
島
の
菅
倉
橋
復
旧
工
事
に
ま
つ
わ
る

経
費
の
み
を
追
加
し
た
も
の
、
補
正
額

は
二
千
九
十
七
万
四
千
円
で
す
。

　
財
源
は
、
県
補
助
金
、
町
債
な
ど
を

あ
て
て
い
ま
す
。

仙
田
小
の
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
七
月
一
日
完
成
を
め
ど
に

仙
田
小
学
校
の
水
泳
プ
ー
ル
建
設
工
　
　
事
は
、
千
四
百
七
十
万
円
で
、
株
式
会

（1日に地鎮祭が行われたプール建設地）

社
三
京
（
新
潟
市
）
の

手
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
の
規
模
は
、

よ
こ
二
十
五
メ
ー
ト
ル

た
て
十
三
メ
ー
ト
ル
で

六
コ
ー
ス
。

　
現
校
舎
と
給
食
棟
の

間
に
つ
く
ら
れ
る
も
の

で
、
今
月
一
日
に
は
地

鎮
祭
が
行
わ
れ
、
完
成

は
七
月
一
日
の
予
定
で

す
。　

一
方
、
室
島
地
内
の

菅
倉
橋
災
害
復
旧
工
事

は
、
株
式
会
社
大
川
鉄

工
所
（
新
潟
市
）
の
手

に
ょ
り
、
千
三
百
三
十

万
で
施
行
さ
れ
ま
す
。

ノ帽ク福

税額を変更

　
税
条
例
の
改
正

に
と
も
な
い
、
軽

自
動
車
税
な
ど
が

次
の
よ
う
に
か
わ

り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
五
＋
一
年
度

分
か
ら
で
す
。

（
）
内
は
旧
金
額
。

　
市
町
村
民
税
。

※
障
皇
暑
、
老
年

　
者
、
寡
婦
な
ど

　
の
非
課
税
範
囲
が
七
十
万
円
（
六
十

万
円
）
に
。

※
個
人
の
均
等
割
額
が
年
七
百
円
（
三

　
百
円
）
に
、
た
だ
し
、
所
得
金
額
が

　
少
な
く
、
扶
養
親
族
の
多
い
人
は
非

　
課
税
と
な
り
ま
す
。

※
出
資
金
が
一
千
万
円
を
超
え
る
法
人

　
の
均
等
割
額
が
年
一
万
二
千
円
（
七

千
円
）
に
。

※
そ
の
他
の
法
人
等
の
均
等
割
額
が
年

　
七
千
二
百
円
（
四
千
円
）
に
。

　
軽
自
動
車
税
（
い
ず
れ
も
年
額
）

※
原
付
自
動
車

　
〇
五
十
㏄
以
下
、
六
百
五
十
円
（
五

　
百
円
）
、
〇
五
十
を
超
え
九
十
㏄
以

　
下
、
千
円
（
八
百
円
）
、
〇
九
十
㏄

　
を
超
え
る
も
の
千
三
百
円
（
千
円
）

※
軽
自
動
車
及
ぴ
小
型
特
殊
自
動
車
、

　
〇
二
輪
の
も
の
、
一
一
千
円
（
千
五
百

　
円
）
、
〇
四
輪
以
上
（
乗
用
）
、
×

　
営
業
用
、
五
千
二
百
円
（
四
千
五
百

　
円
）
、
×
自
家
用
、
五
千
九
百
円
（

　
四
千
五
百
円
）

　
〇
四
輪
以
上
（
貨
物
）
、
×
営
業
用

　
二
千
九
百
円
（
二
千
五
百
円
）
、
×

　
自
家
用
、
三
千
三
百
円
（
二
千
五
百

円
）

　
○
専
ら
雪
上
を
運
行
す
る
も
の
、
二

　
千
円
（
千
五
百
円
）

　
○
農
耕
作
業
用
自
動
車
（
刈
取
作
業

　
用
自
動
車
含
む
）
、
千
三
百
円
（
千

　
円
）
、
○
そ
の
他
の
小
型
特
殊
自
動

　
車
、
三
千
九
百
円
（
三
千
円
）
。

※
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
三
千
三
百
円

　
（
二
千
五
百
円
）

※
固
定
資
産
税

　
こ
と
し
は
評
価
替
え
を
行
い
ま
し
た

　
の
で
、
従
来
よ
り
わ
ず
か
に
税
額
が

　
増
え
る
見
込
み
で
す
。

戸
籍
の
謄
・
抄
本
が

　
　
　
　
　
一
通
二
百
円
に
な
り
ま
し
た

　
な
お
、
切
手
で
手
数
料
を
納
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
。

　
　
新
し
い
手
数
料
額

戸
籍
の
謄
・
抄
本
、
一
通
　
二
百
円

除
籍
・
原
戸
籍
の
謄
・
抄
本

　
　
　
　
　
　
　
　
一
通
三
百
円

戸
籍
の
記
載
事
項
証
明

　
　
　
　
証
明
事
項
一
件
　
百
　
円

戸
籍
簿
の
閲
覧
　
　
一
戸
籍
　
百
　
円

除
籍
簿
の
閲
覧
　
一
戸
籍
　
二
百
円

屈
書
類
の
閲
覧
　
書
類
一
件
　
百
円

ん
遷
ふ
・
く
・
し

　

き
児
童
手
当

．
　
　
『
現
況
届
」
来
月
で
す

ん●
　
　
児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

ね
六
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

　
　
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
月
一
日
か
ら
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本

の
手
数
料
が
、
枚
数
に
関
係
な
く
｝
通

に
つ
き
二
百
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
手
数
料
の
主
な
も
の
は

後
記
の
と
お
り
で
す
。

　
戸
籍
の
謄
・
抄
本
を
郵
便
で
請
求
さ

れ
る
と
き
は
、
必
ず
現
金
書
留
か
、
郵

便
局
の
定
額
小
為
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
特
に
定
額
小
為
替
は
、
千
円
以
下

の
送
金
の
場
合
わ
ず
か
十
円
で
利
用
で

き
ま
す
。

　
　
該
当
の
人
は
、
六
月
一
日
現
在

　
の
職
業
、
加
入
し
て
い
る
年
金
の

　
名
称
、
手
当
金
振
込
の
金
融
機
関

　
名
、
通
帳
の
記
号
、
番
号
、
五
十

　
年
の
所
得
状
況
の
ほ
か
、
印
鑑
を

　
持
っ
て
、
六
月
二
十
五
日
ま
で
に

　
社
会
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
こ
の
届
が
な
い
と
、
六
月
以
降

　
の
児
童
手
当
の
支
払
い
が
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。

　
　
ま
た
、
対
象
児
童
の
う
ち
、
川

　
西
町
以
外
に
住
民
票
を
持
つ
児
童

　
の
あ
る
方
は
、
転
出
先
の
住
民
票

簾難誠　
　
民
俗
資
料

　
　
　
　
　
【
三
・
四
月
分
】

◎
入
手
品
　
製
縄
機
、
わ
ら
打
機
、
合

口
（
ご
う
ぐ
ち
）
、
絞
り
箱
、
ろ
う
そ

く
作
り
用
具
、
ほ
う
ろ
く
、
二
重
コ
ー

ト
、
木
火
鉢
、
桶
屋
道
具
、
蚕
縄
編
具

丸
一
斗
ま
す
、
斗
棒
、
二
十
貫
目
竿
ば

か
り
、
か
ご
合
口
、
ち
ぢ
み
座
布
団
が

わ
、
あ
ん
ど
ん
、
ち
ぐ
ら
、
羊
毛
紡
毛

機
、
お
お
ぴ
ら
金
ま
き
絵
、
四
つ
組
朱

重
箱
、
お
ぼ
ん
、
曲
げ
物
五
つ
組
、
ハ

エ
取
り
、
地
蔵
尊
像
。

◎
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
櫃
間
公
男
（
伊

友
）
、
押
木
二
吉
（
田
戸
）
、
富
井
源

蔵
（
上
野
）
、
数
藤
く
ら
（
沖
立
）
、

星
名
セ
ツ
（
伊
友
）
、
高
橋
辰
雄
（
坪

山
）
、
鶴
吉
部
落
。
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自
動
車
税
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
り
ま
し
た

地
万
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
県
税
と

し
て
徴
収
さ
れ
る
自
動
車
税
に
つ
い
て

も
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
適
用
は
本
年
度
か
ら
、
な
お
、
納
期

は
今
月
中
で
す
の
で
お
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
、
い
ず
れ
も
年
額
、
（
）
内
は
旧
税

額
で
す
。

一
、
乗
用
車

◎
普
通
自
動
車
に
属
す
る
も
の

営
業
用

　
△
軸
距
が
三
、
〇
四
八
メ
ー
ト
ル
以
下

　
　
の
も
の
、
二
万
六
千
円
。

　
　
　
　
　
　
（
二
万
二
千
五
百
円
）

　
△
軸
距
が
三
、
〇
四
八
メ
ー
ト
ル
を
こ

　
　
え
る
も
の
、
五
万
二
千
円
。

　
　
　
　
　
　
（
四
万
五
千
円
）

　
　
　
　
　
　
（
四
万
五
千
円
）

自
家
用

　
△
軸
距
が
三
、
〇
四
八
メ
ー
ト
ル
以
下

　
　
の
も
の
、
七
万
円
。

　
　
　
　
　
　
（
五
万
四
千
円
）

　
△
軸
距
が
三
、
〇
四
八
メ
ー
ト
ル
を
こ

　
　
え
る
も
の
、
十
一
万
七
千
円
。

　
　
　
　
　
　
（
九
万
円
）

※
軸
距
と
は
、
前
輪
の
中
心
か
ら
、
後

　
輪
の
中
心
ま
で
の
距
離
で
す
。

◎
四
輪
以
上
の
小
型
自
動
車
に
属
す
る

　
も
の
。

営
業
用

　
△
排
気
量
一
リ
ッ
ト
ル
以
下

　
　
　
　
七
千
円
、
　
（
六
千
円
）

　
△
一
リ
ッ
ト
ル
を
こ
え
、
一
、
五
リ
ッ

…
●
○
～
の
五
▼
～
の
O
…
●
0
～
3
～
3
…

　
　
感
電
防
止
に
つ
い
て

◎湾笈

（心
＿ 〔

東
北
電
力
か
ら
お
願
い

　
こ
い
の
ぼ
り
の
シ
！
ズ
ン
が
や
っ
て

来
ま
し
た
が
、
当
社
の
配
電
線
付
近
で

は
、
絶
対
に
建
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
特
に
最
近
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
ポ
ー

ル
が
金
属
で
で
き
て
い
る
も
の
が
多
く

毎
年
の
ご
と
く
感
電
死
亡
事
故
や
、
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
太
い
電
線
、
細
い
電
線
、
い
ず
れ
も

危
険
な
も
の
で
す
の
で
、
電
線
の
近
く

で
は
十
分
ご
注
意
を
〃
“

　
万
一
、
こ
い
の
ぼ
り
や
タ
コ
な
ど
が

電
線
に
ふ
れ
て
も
、
電
柱
に
は
昇
ら
ず

に
、
当
社
十
日
町
営
業
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
電
〇
二
五
七
五
（
二
）
三
一
〇
七
）

　
ト
ル
以
下
、
八
千
円
（
七
千
円
）

会
、
五
リ
ッ
ト
ル
を
こ
え
る
も
の

　
　
　
九
千
円
　
　
（
八
千
円
）

自
家
用

△
排
気
量
｝
リ
ッ
ト
ル
以
下

　
　
二
万
三
千
五
百
円

　
　
　
　
　
（
一
万
八
千
円
）

△
一
リ
ッ
ト
ル
を
こ
え
、
一
、
五
リ
ッ

ト
ル
以
下

　
　
二
万
七
千
五
百
円

　
　
　
　
　
（
二
万
一
千
円
）

会
、
五
リ
ッ
ト
ル
を
こ
え
る
も
の

　
　
三
万
千
五
百
円

　
　
　
　
（
二
万
四
千
円
）

“
緑
の
募
金
”

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

総
額
は
八
万
円
余
り
で
す

　
緑
の
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
募
金
総
額
は
、
八
万
百
三
十
四
円
と

今
ま
で
に
な
い
多
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
五
万
一
千
百
円
の
目
標
額
に
対
し
、

な
ん
と
百
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
の

達
成
率
で
す
。

　
総
額
の
う
ち
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

緑
化
推
進
費
と
し
て
、
奉
仕
団
体
の
川

西
中
学
校
に
補
助
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
緑
化
補
助
と
し
て
、
九

月
こ
ろ
還
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、

金
額
は
未
定
で
す
。

募
金
成
果
の
内
訳

☆
割
当
及
ぴ
消
化
羽
根
数

　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
三
百
本

☆
目
標
金
額
五
万
一
千
百
円

☆
募
金
総
額
八
万
百
三
＋
四
円

　
　
内
訳

○
街
頭
募
金
　
五
万
四
千
三
百
九
円

O
戸
別
募
金

　
　
　
　
二
万
五
千
八
百
二
十
五
円

二
、
ト
ラ
ッ
ク

　
ム
営
業
用
　
一
万
七
千
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
万
五
千
円
）

　
△
自
家
用
　
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
万
五
千
円
）

三
、
バ
ス

営
業
用

　
△
一
般
乗
合
用
の
も
の

　
　
　
一
万
四
千
円
（
一
万
四
千
円
）

　
△
そ
の
他
　
三
万
四
千
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
万
円
）

　
△
自
家
用
　
三
万
九
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
万
円
）

　不明

な
点
は
、
十
日
町
合
同
庁
舎
（

II賜””II“””1川1““mm”ll田“ll“””川1“”1！mII！腿m欄“凹“1”Ill川1

＝1．252人）　　　　…

婁の考えに　　　　　　　≡
1〉す　　　　　　　　　　　…

　　176％　　　　　垂

　　　　　　　　　　　　　　§1””闘llm”1”1”lll””1””llll”lllll”Ill”1附“腿III”ll”馳偏

電
（
七
）
、
五
五
一
一
）
内
財
務
事
務
所
（
㎜

内
線
二
〇
六
）
へ
、
お
問
い
あ
わ
せ
く
㎜

だ
さ
い
。

蝋鵬1”“1川”“1欄“！”m朋“”lll”lmll“1”1”1“1“1”蝦“II

㎜
卿
…
…
…
三
一
≡
一
＝
…
…
…
…
…
≡
｝
…
…
一
…
≡
…
≡
一
瞬
…
…
一
≡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
…
…
≡
…
…
…
一
…
≡
…
…
…
…
＝
一
…
…
≡
≡
一
…
…
一
…
≡
…
一
…
…
≡
一
≡
…

“髄1”Ull川晒！1”1”腔1欄舘”聴i””1

＝
「

出
か
せ
ぎ
は
し
た
く
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）

　
　
農
村
総
合
整
備
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
…
…
②

出
か
せ
ぎ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
ど
う
思
い
ま
す
か

（回答者＝974人）

いくべきでない

62．5％
3．5％

条件がよければ

いってよい

ど
ん
ど
ん
い
く
べ
き

34．0％

※婦人層に否定的な意見多い

（回答者割がよければ続ける
酉農業を将来とも続け’ますか

続ける

　15．3％

他の職業よ
り安定して
いる

　12。6％

積極的
に続け
る
8．6％

6．9％

細々と続ける　　　子供の考えに
　　　　　　　　　　　まかす
　　　229％　　　176％

※青年層にわりきった意見、婦人、西部地区に消極的意見がめだった。

””1””1111””ll巳ll”1四1””腿”

』
…
ヨ
…
＝
雷
…
3
＝
一
≡
…
…
一
…
…
一
≡
一
…
…
…
≡
3
…
…
輯
一
…
…
≡
一
…
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
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農
作
業
料
金
の

標
準
が
決
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
も
す
っ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
消
え
、
待
ち
こ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
た
春
耕
期

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
っ
か
り
し
た
計
画
の
も
と
に
、
こ

の
一
年
も
事
故
が
な
く
、
楽
し
い
農
作

金料業作農51年度

業
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

　
町
の
農
業
構
造
改
善
事
業
推
進
会
議

で
は
、
先
般
、
五
十
一
年
度
の
農
作
業

料
金
を
別
表
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
の
料
金
は
、
県
下
一
般
に
比
べ
、

作業機等 作業種目 単位 協定料金 備　　　　　　　考

トラクター

肥料散布 10アーノレ 380円

耕　　う　ん 〃 3，000

代　　か　　き 〃 3，000

防　　　　除 270 員外料金制とらない

育苗施設
緑化　まで 1　箱 370

硬　　　　化 〃 130

動力田植機 田　　　　植 10アーノレ 3，000 機械だけは、1，575円で
言十算

コンノくイン 刈取脱こく 〃 8，500 ライスセンターまでの
運搬含むo
悪条件では割増ありoライスセン

ター
乾燥・調製
出荷

60晦 900

出資した生産組合員外は、5割増しとなる。注

全
般
に
安
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
標
準
と
し
て

決
め
た
も
の
な
の
で
、
各
生
産
組
織
に

よ
っ
て
、
多
少
の
上
下
が
あ
り
得
る
と

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

▼
●

　　　　　

あぜを上手に
、利用しましょう

　
町
あ
げ
て
の

県
営
ほ
場
整
備

事
業
も
五
＋
年

度
を
も
っ
て
、

面
工
事
の
ほ
と

ん
ど
が
終
了
し

ま
し
た
。

　
　
三
＋
ア
ー
ル

の
大
ほ
場
が
、

整
然
と
並
ぶ
川

酉
町
の
地
図
も

完
成
ま
で
あ
と

　
一
息
で
す
。

　
　
大
ほ
場
で
は

二
次
構
に
よ
る
生

　
　
　
　
　
　
　
産
組
織
を
中
心
に
、

　
　
　
　
　
　
県
下
一
を
誇
り
得
る
近

代
的
な
農
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
関

係
者
と
も
ど
も
喜
ぴ
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
ほ
場
の
畦
畔
（

け
い
は
ん
）
及
ぴ
溝
畔
（
こ
う
は
ん
）

の
管
理
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

　
　
　
　
の

　
か
や
が
穂
を
出
し
、
は
ん
の
木
や
や

な
ぎ
が
茂
り
出
す
こ
と
も
予
想
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ
え
る
と
も
い

わ
れ
る
畦
、
溝
畔
を
管
理
す
る
の
は
、

各
ほ
場
の
持
ち
主
の
責
任
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
が
、
実
に
ひ
伽
炬
い
な
い
感
じ

も
い
た
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
利
用
方
法
を
二
～
三

提
案
し
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
取
り
組

み
と
、
上
手
な
あ
ぜ
管
理
を
、
と
考
え

て
み
ま
し
た
。

題臨i態繊．．鍛灘　醐・，騰謹

　（あぜの管理も忘れずに…………）

　
＊
み
よ
う
が
の
栽
培

　
み
よ
う
が
は
、
半
蔭
性
の
作
物
で
水

気
を
好
む
の
で
、
そ
こ
を
心
得
て
植
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
。

　
発
芽
を
は
じ
め
る
今
ご
ろ
古
株
を
分

け
、
二
～
三
芽
つ
い
た
地
下
董
を
、
二

十
セ
ン
チ
お
き
位
に
、
深
さ
十
セ
ン
チ

に
植
え
ま
す
。

　
五
月
中
、
下
旬
と
七
月
中
ご
ろ
に
た

い
肥
や
液
肥
な
ど
を
や
れ
は
、
け
っ
こ

う
小
使
取
り
に
も
な
り

食
卓
も
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
若
タ
ケ
も
花

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　

も
、
そ
ば
類
の
や
く
み

に
す
れ
ば
オ
ツ
な
も
の

あ
ま
り
草
た
け
も
高
く

な
い
の
で
稲
作
の
邪
魔

に
も
な
ら
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
＊
ク
ロ
ー
バ
ー

　
　
の
は
種

　
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ

ー
、
ラ
ジ
ノ
ク
ロ
ー
バ

ー
な
ど
が
強
く
て
繁
茂

力
が
あ
り
、
草
た
け
も

低
い
の
で
よ
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
土
手
を
し
っ
か
り
と

お
さ
き
ま
す
し
、
繁
茂

す
れ
ば
、
他
の
草
木
も
生
え
に
く
い
の

で
、
良
い
管
理
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
良
質
な
牧
草
と
し
て
、
す
べ

て
の
家
畜
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
種
ま
き
は
、
早
春
と
八
月
中
旬
が
よ

く
、
石
灰
で
強
酸
性
を
中
和
す
れ
ば
、

育
ち
も
よ
い
よ
う
で
す
．
総

＊
い
ち
ご
な
ど
も
麟

　
い
ち
ご
、
ふ
き
、
あ
さ
ず
き
な
ど
も

け
っ
こ
う
春
先
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
し
、
ま
と
ま
れ
ば
お
金
に
も
な
り
ま

す
。
ふ
き
の
と
う
、
あ
さ
ず
き
な
ど
は

田
舎
み
や
げ
と
し
て
も
喜
ぱ
れ
る
も
の

で
す
。ご

利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
勤
労
者
住
宅
資
金

　
　
　
　
貸
付
制
度

　
県
で
は
、
次
の
内
容
で
勤
労
者
住
宅

資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲
利
用
で
き
る
人

　
自
分
で
住
む
住
宅
の
新
築
、
増
改
築

購
入
を
し
よ
う
と
す
る
県
内
の
勤
労
者

で
、
年
収
お
お
む
ね
八
十
万
円
か
ら
三

百
五
十
万
円
ま
で
の
人
。

▲
貸
付
条
件
、

・
金
額
　
三
十
万
か
ら
二
百
万
円
ま
で

・
利
率
　
年
七
、
五
パ
ー
セ
ン
ト

・
償
還
　
十
年
以
内
の
元
金
均
等
月
賦

　
償
還
（
ボ
ー
ナ
ス
増
額
返
済
可
）

▲
受
付
期
間

　
今
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

▲
申
込
方
法

　
借
入
申
込
書
な
ど
は
、
次
の
取
扱
い

金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
か

け
の
う
え
細
部
を
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
新
潟
相
互

銀
行
、
大
光
相
互
銀
行
の
本
、
支
店
に

ど
う
ぞ
。

まず500日
≡　　から

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
ヘ

　
　
　
　
　
　
新
た
な
挑
戦
を
”

　
　
　
　
先
月
、
町
内
で
バ
イ
ク
に

　
　
　
乗
っ
た
お
年
寄
り
が
道
路
下

に
転
落
、
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
、
こ
れ
に

よ
り
、
念
願
で
あ
っ
た
事
故
死
ゼ
ロ

千
五
百
日
の
目
標
は
、
千
二
百
九
十

八
日
で
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
万
に
は
気
の
毒
な

こ
と
で
す
が
、
町
で
は
、
こ
の
不
運

な
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
新
た
な
気

持
で
死
亡
事
故
ゼ
ロ
ヘ
の
ス
タ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
当
面
は
、
四
月
二

十
六
日
を
起
点
と
し
て
、
五
百
日
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
故
人
の
ご
め
い
福
を
祈
り
な
が
ら

新
た
な
気
持
の
も
と
に
、
く
じ
け
ず

に
出
発
い
た
し
ま
し
よ
う
。
今
以
上

の
記
録
が
実
現
す
る
よ
う
に
。
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町
制
％
周
年

広
報
か
わ
に
し
の

　
　
　
　
　
　
縮
刷
版
は
い
か
が
で
す
か

　
〃
広
報
か
わ
に
し
〃
の
縮
刷
版
を
希

望
さ
れ
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
ほ
ど
町
で
は
、
昭
和
三
十
三
年

の
創
刊
号
か
ら
今
日
ま
で
（
五
十
一
年

七
月
号
ま
で
）
の
広
報
紙
全
号
と
、
町

政
の
ひ
ろ
ば
全
号
を
一
冊
に
ま
と
め
た

縮
刷
版
（
写
真
）
を
作
る
こ
と
に
な
り

希
望
部
数
の
予
約
を
と
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
川
西
町
が
発
足
し
て
か
ら
、
早
い
も

の
で
二
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
ほ

ぼ
同
じ
年
数
続
い
た
広
報
か
わ
に
し
を

一
冊
に
ま
と
め
、
皆
さ
ん
の
回
想
の
友

と
し
て
、
ま
た
、
歴
史
を
ひ
も
と
く
資

料
と
し
て
、
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
趣
旨
に
よ
り
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
刊
行
計
画
は
、
六
月
末
日
ま
で
に
予

約
を
と
り
ま
と
め
、
注
文
部
数
だ
け
を

限
定
印
刷
、
八
月
中
旬
配
本
し
た
い
考

え
で
す
。

伽
　
鍵
　
　
善
　
嚢
　
　
　
　
嚢

徽
繋
　
　
　
　
、

嚇
　
藝

縮
刷
版
は
、
B
5
版
（
現
在
の
広
報

紙
よ
り
多
少
小
さ
め
）
、
千
百
ぺ
ー
ジ

く
ら
い
の
予
定
、
価
格
は
お
よ
そ
四
千

五
百
円
、
た
だ
し
、
注
文
部
数
に
よ
り

変
更
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
過
去
に
保
存
さ
れ
て
い
た

広
報
紙
の
製
本
を
呼
ぴ
か
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
縮
刷
版
は
、
皆
さ

ん
の
お
手
も
ち
の
広
報
紙
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
縮
刷
版
は
、
限
定
出
版
の
た
め

後
日
求
め
よ
う
と
し
て
も
購
入
で
き
ま

第213号⑤

身
障
者
の
方
に

は
が
き
を
無
料
で

　
　
　
　
”
郵
便
局
か
ら
”

　
郵
便
局
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
運

動
に
ち
な
み
、
特
別
意
匠
の
二
十
円
郵

便
は
が
き
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
重
度
（
一
級
、
二
級
の
方
）

の
身
体
障
害
の
方
に
は
、
申
し
出
に
よ

り
無
料
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

鞠

せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
一
冊
お

備
え
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。
希
望
者
が
少
な
い
場
合
は
刊

行
を
中
止
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
際
は

本
紙
上
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
予
約
は
、
嘱
託
員
を
通
じ
て
行
い
ま

す
。　

な
お
、
別
に
予
約
募
集
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
お
く
ば
り
し
ま
し
た
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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旧
分
校
を
体
育
館
に
〃

　
　
　
　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
も
㎜
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
い
ま
す

轍
響
蒙
　
　
妻

　　　　　　乙　　　　驚
　　　嚢　　ゑ広簸

　
四
月
か
ら
、
旧
十
日
町
高
校
川
西
分

校
を
、
町
の
体
育
館
と
し
て
皆
さ
ん
に

開
放
し
て
い
ま
す
。

　
近
代
的
な
町
民
体
育
館
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
体
協
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多

く
の
人
た
ち
が
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

　
そ
の
実
現
ま
で
の
間
旧
川
西
分
校
を

ス
ポ
ー
ツ
の
場
に
あ
て
た
も
の
で
す
。

　
不
自
由
も
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
せ
い

韮
　
鑓

羅蜜・つ簿沢聲

離
ー
‘
，

塾
輩

診

愛
好
の
皆
さ
ん

　
　
町
菊
花
展
を
目
ざ
し
ま
し
よ
う

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
り
、
こ

と
し
の
秋
に
は
、
町
の
菊
花
展
が
開
か

れ
ま
す
。

　
予
定
と
し
て
は
、
各
地
区
ご
と
に
予

選
を
行
い
、
優
秀
な
も
の
を
中
央
に
集

め
て
腕
を
競
い
あ
い
た
い
と
い
う
も
の
。

　
す
で
に
町
長
杯
も
届
き
ま
し
た
。

　
愛
好
者
の
皆
さ
ん
今
か
ら
準
備
を
〃

ぜ
い
ご
利
用
の
ほ
ど
。

　
な
お
、
こ
と
し
か
ら
は
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
で
き
る
〃
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
〃

教
室
と
い
っ
た
も
の
を
、
社
会
教
育
課

の
主
催
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
運
動
不
足
き
み
の
お
母
さ
ん

配ごとの相談

耀
総
醸
蒜
幕
報
〆

セ
ン
タ
ー
で
す
。

毎週水曜日役場で

観
光
施
設
の
利
用

事
前
申
込
み
を

　
町
内
の
観
光
施
設
、
節
黒
城
跡
キ
ャ

ン
プ
場
や
二
六
公
園
（
通
称
ブ
ナ
林
）

を
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
必
ず
左
記
に
申
し
込
み
を
。

役
場
商
工
観
光
係

電
話
八
ー
三
一
一
一
　
有
線
二
一
三
三

　毎週水曜日に、皆さんの

心配ごと無料相談を行って
いますo

　今月及ぴ来月の日程は次

のとおりですoお気軽にど
うぞ。

懸

縫

鱒

5月12日19日26日
6月　　2日　9日16日

仙
田
地
区

　
　
交
通
事
故
撲
滅
に

　
　
　
　
　
　
　
〃
母
の
会
〃

　
　
　
　
「
悲
惨
な
交
通
事
故

　
p
を
な
く
す
た
め
、
私
た

　
　
ち
家
庭
の
主
婦
も
立
ち

　
、
あ
が
り
ま
し
よ
う
。
」

　
　
　
こ
の
ほ
ど
、
仙
田
地

　
、
一
区
に
「
交
通
安
全
母
の

　
　
会
」
が
誕
生
、
町
内
か

　
　
ら
死
亡
事
故
を
一
掃
し

　
　
よ
う
と
努
力
を
続
け
て

　
　
い
る
と
き
だ
け
に
、
時

　
　
宣
を
得
た
も
の
と
し
て

　
　
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ご
承
知
の
よ
う
に
こ

　
　
の
地
区
は
、
国
道
の
開

　
　
通
と
と
も
に
極
端
に
交

　
　
　
　
　
　
が
誕
生

通
量
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ご
他
聞

に
も
れ
ず
、
こ
こ
で
も
交
通
事
故
へ

の
危
険
性
は
一
層
深
刻
な
も
の
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。

　
加
え
て
、
飲
酒
運
転
追
放
を
呼
ぴ

か
け
て
も
完
全
に
な
く
な
ら
な
い
の

が
現
実
の
姿
。

　
そ
ん
な
、
こ
ん
な
を
き
っ
か
け
と

し
て
立
ち
あ
が
っ
た
の
が
、
地
区
婦

人
会
員
お
よ
そ
四
百
八
十
人
、
事
故

や
飲
酒
運
転
追
放
に
は
、
家
庭
を
あ

ず
か
る
私
た
ち
の
力
が
必
要
で
す
、

と
こ
の
先
進
的
組
織
の
発
足
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
街
頭
で
の
指
導
は
も
と
よ
り
、
家

町
内
さ
イ
ぱ

時間　午後一時から

　　　　三時まで
場所　川西町役場

　　社会課
相談員　藤本秀雄

　　　星名憲三
　（町社会福祉協議会）

庭
に
あ
っ
て
は
茶
の
間
で
の
話
し
合

い
、
安
全
思
想
の
普
及
を
地
区
か
ら

町
全
体
に
及
ぼ
し
た
い
と
、
そ
の
意

気
は
さ
か
ん
で
す
。

　
「
気
を
つ
け
て
ね
」
　
「
飲
ん
だ
ら

乗
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
　
「
運
転
さ

れ
る
人
に
お
酒
は
差
し
あ
げ
ら
れ
ま

せ
ん
」
・
：
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
は

家
庭
の
主
婦
が
最
も
効
果
的
と
か
、

　
町
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
が
い
よ
い

よ
地
に
つ
い
て
来
た
と
い
え
ま
し
よ

う
。

　
町
交
通
安
全
協
会
で
も
大
い
な
る

賛
意
を
表
し
て
い
る
こ
の
母
の
会
、

ま
も
な
く
、
た
す
き
を
か
け
、
街
頭

で
指
導
に
あ
た
ら
れ
る
お
母
さ
ん
方

の
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
よ

う
。（

写
真
・
事
故
撲
滅
を
期
し
て
立
ち

　
あ
が
っ
た
母
の
会
総
会
）
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春
ハ
の
話
題

　
山
火
事
防
止
を
、
と
こ

の
ほ
ど
分
遣
所
職
員
が
自

作
の
ポ
ス
タ
ー
を
設
置
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
を
〃
”

ぐ　
鰐
　
　
雛
灘
霧
懸

　
　
　
脇
樋
㎜
羅
轟

　
　
　
灘
灘
　
　
義
灘

　
　
　
灘
繍
鎌
欄
．

羅
灘
麗

慧藁馴
縢易灘霧

≡
…
…
二
局
倉
国
際
村
だ
よ
り
（
そ
の
三
）
≡
≡
≡

残
雪
と
若
葉
の
国
際
村
を

　
　
　
　
　
思
い
出
し
て
い
ま
す

　
去
年
、
生
放
送
で
旧
知
の
あ
い
だ
柄

で
あ
る
山
下
洋
輔
君
（
ジ
ヤ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
）
と
電
話
対
談
し
た
と
き
「
や
あ

道
ち
ゃ
ん
」
　
「
や
あ
、
ヨ
ッ
（
彼
の
愛

称
）
元
気
〃
”
」
と
や
っ
て
、
関
係
者
か

ら
ひ
ど
く
し
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ヨ
」
だ
け
な
ら
よ
い
け
ど
「
ツ
」

を
加
え
て
は
い
け
な
い
、
差
別
用
語
に

な
る
と
い
う
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
わ
が
家
で
は
「
ツ
」
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
な
り
、
な
る
べ
く
用
い
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
川
西
町
の
皆
さ
ん
お
元
気
で

す
か
。

　
私
も
仕
事
の
関
係
で
長
滞
在
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
今
ご
ろ
の
季
節
は
、
き
っ

と
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
よ
う
。

　
雪
も
消
え
、
谷
間
の
残
雪
と
緑
の
青

葉
に
か
こ
ま
れ
た
わ
が
高
倉
国
際
村
を

思
い
出
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
羽
佐
間
道
夫

数
字
は
図
表
に

　
　
　
し
た
方
が
親
切

　
　
中
仙
田
小
山
美
智
真
さ
ん
㈹

◎
有
放
の
番
組
編
集
の
一
員
で
も
あ
る

の
で
、
町
政
の
動
き
も
気
に
な
り
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
も
良

ぐ薪諮籔調轟

　
く
見
て

　
い
る
。

響
◎
仕
事

　
の
関
係

　
か
ら
、

　
私
も
気

を
使
っ
て
い
る
こ
と
だ
が

数
字
を
掲
載
す
る
場
合
は
、

た
だ
並
べ
る
だ
け
で
は
、

理
解
さ
れ
に
く
い
。

　
図
表
を
も
っ
て
、
立
体

的
に
表
わ
す
こ
と
が
、
親

切
に
も
な
り
、
理
解
さ
れ

や
す
い
と
感
じ
て
い
る
。

◎
身
近
か
な
動
き
を
吸
収

し
た
い
、
と
い
う
気
持
は

だ
れ
も
が
も
っ
て
い
る
こ

と
、
で
き
る
だ
け
地
域
の

人
の
関
心
事
を
の
せ
る
こ

と
が
、
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
　
（
団
体
職
員
）

仙
田
局
の
自
動
化

作
業
、
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
電
電
公
社
か
ら

　
仙
田
局
の
電
話
自
動
化
の
た
め
、
現

在
同
地
区
内
で
、
電
柱
の
新
設
、
撤
去

な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
十
一
月
中
旬
ま
で
、
作
業

を
進
め
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
中
で
す

　
ー
20
周
年
の
思
い

　
　
　
　
出
話

　
町
制
施
行
二
十
周
年
に
ち
な
ん
で
、

引
き
続
き
皆
さ
ん
か
ら
の
思
い
出
話
、

随
筆
、
と
い
っ
た
も
の
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
な
つ
か
し
い
話
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で

企
画
室
か
、
投
書
箱
に
ど
う
ぞ
。

㎜
㎜
戸
籍
の
窓
か
ら

亀
6
ρ
　
0
　
ρ
　
9
0
　
0
　
θ
　
ρ
∂
　
9
8
　
0
　
0
　
ρ
　
0
　
0
ρ
　
∂
ρ
　
0
ρ
　
∂
　
0
　
∂
　
9
　
0
　
θ
　
ρ
0
　
ρ
　
9
　
’

　
竃
　
覧
　
　
　
腎
　
曜
　
剛
　
竃
　
亀
　
嘱
　
亀
　
嘱
　
噺
　
駕
　
6
　
篤
　
馬
　
腎
　
剛
　
曜
　
駕
　
笥
　
覧
　
曜
　
剛
　
、
　
覧
　
彫
　
噺
　
、
　
亀
　
鋸

　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

清
水
晃

渡
邊
肇

山
田
亜
矢
子

高
橋
完
享

清
水
奈
保
子

金
子
亜
由
美

美一大陽裕由保完矢肇・晃
子樹倫子道美子享子

章文進省三正利光敬金正
　夫一一千義明政一平徳
　　　　夫
二長長長長長長長二長長
女男男女男女女男女男男
野坪伊仁中学中室仁上中中

央
町

上
野

仁
田

室
島

中
島
町

学
校
町

中
仙
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

羽柄石清
鳥澤上水

文幸紀清
子作子一

高
橋
喜
三
郎

高
橋
妙
子

村
山
洋
三

村
山
由
里
子

大
久
保
靖
孝

児
玉
　
ヨ
リ

口山友田

上
野

小
千
谷
か
ら

沖伊三三

立友
か
ら

領領
か
ら

高
原
田

＋
日
町
か
ら

野
　
口

＋
日
町
か
ら

◎
新
郎
野
上
正
平

（◎
新
婦
　
高
橋
せ
つ
子

◎
新
郎
中
村
和
男

（◎
新
婦
瀧
澤
く
み
子

※
羽
佐
間
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
で
日
本
語
版
の
吹
き
か
え
タ
レ
ン

ト
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
室
長
）

◎（◎◎（◎◎ヂ◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎
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田
中

赤
谷
か
ら

山
野
田

中
里
か
ら

上
町

＋
日
町
か
ら

仁
田

長
野
か
ら

東
善
寺

＋
日
町
か
ら

野
口

六
日
町
か
ら

小
根
岸

＋
日
町
か
ら

霧
谷

静
岡
か
ら

伊
友

名
古
屋
か
ら

上
　
町

四
郎
兼
か
ら

上
野

＋
日
町
か
ら

野
口

野仁栄大
倉
か
ら

町田
か
ら

口

＋
日
町
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
ミ
ョ
子

和
久
井
弥
一

缶掲諺漿慧稟漿串

寛留サミシ善タ重
治吉ダサゲ喜ツ治

中
仙
田

木
落

小
白
倉

学
校
町

原元沖寺元田

田町立尾町戸

九九七七七七七六四三
一〇八七六五一〇二三

磯
　
　
小
わ
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
壇

　
　
駈

い
．
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
く
N
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
刈
自
倉
圭
子

嫁
ぐ
日
の
近
く
か
げ
ろ
う
燃
え
る
屋
根

卒
業
の
祝
も
ち
米
洗
い
お
く

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

種
蒔
や
大
地
の
温
み
し
か
と
踏
む

芽
吹
く
木
を
折
り
弁
当
の
箸
と
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
小
自
倉
　
江
口
み
ゆ
き

日
向
ぼ
こ
抱
く
孫
の
手
の
や
わ
ら
か
き

春
泥
の
服
そ
の
ま
ま
に
子
の
眠
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

月
の
量
大
き
く
蛙
な
く
夜
か
な

校
庭
に
つ
ら
な
る
丘
の
山
桜

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
文
峯

わ
が
心
春
の
野
に
あ
り
い
ざ
行
か
ん

春
日
い
ま
川
瀬
に
か
か
り
光
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
町
敏
子

陽
春
の
光
り
の
中
に
人
の
声

風
も
な
く
煙
た
な
ぴ
く
遅
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

通
夜
に
来
し
僧
の
雪
沓
別
に
お
く

こ
ま
ご
ま
と
土
ほ
ぐ
れ
た
る
春
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
濤

野
地
蔵
の
頭
見
え
き
し
雪
解
風

　
　
　
　
　
　
　
仙
田
斉
木
定
芳

八
海
の
山
脈
照
り
映
え
春
の
朝

　
　
「
言
い
過
ぎ
を
し
な
い
こ
と
」
俳
句

は
限
ら
れ
た
字
数
で
あ
る
か
ら
、
あ
れ

も
こ
れ
も
盛
り
込
も
う
と
す
る
と
混
乱

し
て
来
る
。
焦
点
を
当
て
た
一
つ
の
感

興
を
生
か
す
た
め
の
最
も
要
素
と
な
る

べ
き
こ
と
ば
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
感
興
の
心
を
沢
山
の
こ
と
ば
で
盛
り

込
ん
で
し
ま
う
と
推
察
し
て
味
う
と
い

う
こ
と
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

　
俳
句
の
こ
と
ば
の
裏
に
は
、
余
韻
と

か
く
れ
た
心
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
。




